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施 員 る 立 物

号

毎
週
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金
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工 に の 可
事 よ 策
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予
定
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の 就 営 法 の
認 任 換 第 購
可 の 地 六 入
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ア
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務で 務条項札総号所 財
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交 規で市部
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証
昭
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。
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札に。札

に定 るに加

時決 げ額を
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提

財っ契要入入
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。数入
量札月
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明日

除書
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事 札決と組務 札 税 落

書
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で と速名合 載
あ すや称防
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てた 及消た

い当 他

て 北こ税額

、っ び
には 海の等

総告取該

規、 道公の当

い額

す札 務に扱金

定入
１

資に 総めに
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る、 道

。。、額納 庁年じじは
の上方 館月そ以付 別９
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該
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め安－ 定
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ろ課 こ策 と対

地 証 共前積保、 階午見
も金 用

治 納 議た自 を 会時っ方
行 る 金施 す 約法 付 室契
と
令 こ 額
消

北
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品れ条

物さ課３
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１
出大函函大名

届氏

平 事規館館規

成 項模昭市模

十 の小和昭小

三 概売タ和売

年 要店ウ１店

九 舗ン丁舗

北 海

規域１ 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに９

舗設８保北月

立置条持海 号

地者第の道日

道 公 報

ウエオ

業約名所の細

事契こ詳

で関札、

札者に入は

落

る執札

とあすの入 在 者
なる

第

イ

の

号る入す切係分

各す

る に。札落るり
課 札 掲金額捨

に加たに 税 決 げ額をて
業 に 入係算金相 事 定 る

号

時 のの 出

札

提開
そ

イア
お

に 場

月 のプ目を

十 設 名ラ

一 置 － 称ザ

日

の か 所者 ほ びる １ 及す

地氏

在

火

又
名

曜

名
は

日

ら項め島

法か２た渡

称

成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

）い該いに

号つ当つ課

事称地行説

第て大て到

を、書

たを務は明

っか
はし担北郵電公に

者申

する

、出当海便話開よ

号号る。

落るす道番番

決と組務。

札こる総

定。織部

後の総－－

速名合

－ や称防

か及災

た）す 者 当 札るし額当

っ び費金をる で た 及消

っ額 る て こ税額も金 あ
を か は の等
取該落入 免 、 公の当て
事 札 に扱金札札 税 入 告

に格に 業 書 定い額価書
載 で 記 る１と記 者 に め

さ 札未るす あ 載 入円す

郵北

、
て

い 所他

る る

務

定 号総

規 番道

に 便海

す

部る

合

資 －総

格

防を

海び

北並
所

住
び

及

有 災

っ

堀あ
に

事人

知法

道に

模見す

６届規意着

は
て

売有よ

第が小をる

条出
舗る提

項っ店すう

１あ
設はす

規。を者出

のた

と

よす書こ

に置、る

定

がよで

、者にが

りる面

のそりき

次

にび対北
札内 費在室道

消所策海

等子幌線 税地原

の力市

課安中－

税全央
条

者課３

業策北

事対区

か れ に満の

る６

あ西

で

す端、と を た 関のでこ

が札
わ 額 る数入。 問 金

る参、 当 件あにず に 条

きす積 金 違と加見 該 に

、者っ の しはるも 額 反
たた 入そは

は端消 の約 札の、 分契

原

い 道室

な 海策

し 北対
中安し 市力の 幌子

者 札

、 北策札 区対入 央全た

達代

６規 西務 条財 ３課

の

也者
表

北

土

覧

海 そに

道地 の供平

告改 関す成

示良 係る

第法 書。年

類９

お周成。

との平る

は月

り辺

区

大地年
北

土の 海

換 道

地
地 の１

告

計
改 祝月縦午

示

画
良 日３覧前

第

を
法 に日時９

関ま間時

定

２３

税
免
、目

か丁

でか

成出縦北北縦平

届平届
書覧海海覧成

出
年
月年等場道道期
島９

日８の所経渡間年

に額 、数費 ５金

月縦済

効額等 相の 無金税

と当をに

更成更員 事変平変役
す会 変変の

理議 前後年年る決 更更

目第 丁則

月６

条
た

道市し

海幌更

北札変

昭 ー央事

リ中

号和 、
北日

支

第 振

律 胆

法 道

年 海
庁

え第

備）

に号

置

す昭

い条

め 号

除午た

る和 をら

法

法 。５

律年 く後。
律 昭）時

第 和

分
ま

第第 律） 法で号 年

条

覧部支月

日地庁
産工
域商日

光ら

観か

課働）

業労火
成

課平

よ

日月由に 項））

１
年

取取

規表表日る 大代代

店社社

売役役

小締締

模
置孫澤

設我堀

を
舗長長

ン大
シ区項

る健勝

す子

ム目
テ丁
ス６

シ西
グ通

株

て第

代
社
会１
式－

、

規

成の

平項

道り

月海よ

９北に

年定

三 日知、

三

堀土

ら山

か事永

１ 規

第 に

２ ）
号の

日地

に 日

定 休

規 る

の す

項 定

追

に、
り び

よ 並
月

月分

日
で
ま

）
月

代
の
者一己

土
、
日

曜
日

社
役

締
取

表

名
氏
の

者
表

区

、良

間改

己
勝

澤
堀

長

町

縦、

の也ら

般か

一達

年地

翌け

らわ

かい

日お

民
国

び
及
日

曜



定 北

森を 海

解

登北第

道林 録

除 海告法 番

す 示 号道号

る 第

予
昭
和
定 肥魚

で 号

物あ 料年 廃

北 海

期 北

肥間 海

を

第北第

道料 海更 告取
新 示

し
締 号道号

第

た
法
。 昭 同

号和

道 公 報

土番 業海 萌録

事留登北

区

肥生 良 体改
主地号道

料 名

第

規 北

土定そ 海

にの平

就平

道

よ関成

任地 成

告改 年り係 示良
、書年 月第法
次類９ 日
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